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男
女
が
世
代
や
性
別
を
超

え
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
杉
並

　

こ
の
行
動
計
画
は
、
男
女
が

そ
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
あ

い
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
平
等

に
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、か
つ
、と
も
に
責
任
を
担
っ

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。
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新
た
に
設
け
た
基
本
目
標
に

沿
っ
て
三
つ
の
基
本
理
念
を
設
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平
成　

年
度
〜　

年
度
（
五

１６

２０

年
間
）

さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ

る
状
況
は
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
環

境
や
時
代
の
変
化
に
ふ
さ
わ
し

い
施
策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
区
で
は
新
し

い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

す
杉
並
区
行
動
計
画
の
策
定
が

必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
区
で
は
「
男
女
共
同

参
画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行

動
計
画
（　

年
３
月
改
定
）」
に

１１

基
づ
い
て
男
女
共
同
参
画
関
係

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」「
雇
用
機
会
均
等

法
」「
育
児
･
介
護
休
業
法
」「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
な
ど
が
改
正
ま
た
は
制
定

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
平
成
７
年
か
ら
「
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
行
動
計
画
で
は
、

新
た
に
基
本
目
標
を
設
け
、
現
在
の
行
動
計
画
で
は
六
つ
あ
る
目
標
を
四
つ
に
す
る

な
ど
区
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
行
動
計
画
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
動
計
画

の
改
正
の
背
景
や
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
区
民
意
見
の
提
出
手
続
に
よ
り
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
課
へ
。

る
分
野
に
お
い
て
、
と
も
に
参

画
し
、
そ
の
個
性
や
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
責
任
も
分
か
ち

合
え
る
よ
う
男
女
共
同
参
画
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

�
課
題
�

▼
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進

▼
地
域
活
動
で
の
男
女
共
同
参

画
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
推
進
体
制
の
充
実

（
推
進
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
推
進
体
制

の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

�
課
題
�

▼
区
の
推
進
体
制
の
機
能
強
化

▼
条
例
制
定
の
調
査
・
検
討

▼
国
・
東
京
都
・
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
・
協
力
の
促
進

▼
区
民
・
事
業
者
・
各
種
団
体

等
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化

※
計
画
案
の
全
文
は
、
計
画
案

閲
覧
場
所
な
ど
で
ご
覧
く
だ

さ
い

か
せ
ま
せ
ん
。
男
女
平
等
に
向

け
た
意
識
啓
発
な
ど
、相
談
・
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
課
題
�

▼
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消

▼
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

▼
男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育 

・
学
習
の
充
実

▼
生
涯
を
通
じ
た
心
と
身
体
の

健
康
支
援

▼
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

○
男
女
の
職
業
と
家
庭
・
地
域

生
活
と
の
両
立
支
援（
両
立
）

　

男
女
が
仕
事
と
そ
の
他
の
活

動
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
豊

か
な
生
き
方
が
可
能
に
な
る
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
課
題
�

▼
女
性
も
男
性
も
と
も
に
働
き

続
け
る
た
め
の
環
境
整
備

▼
働
く
権
利
の
保
障
と
労
働
へ

の
参
画

▼
男
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
へ
の
啓
発

○
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の

共
同
参
画
の
推
進
（
参
画
）

　

女
性
も
男
性
も
、
意
思
決
定

の
段
階
か
ら
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

定
し
ま
し
た
。

○
男
女
が
対
等
な
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
認
め
合
う
社
会
づ

く
り

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
は
、
女
性
も
男
性
も
自
ら
の

意
思
で
生
き
方
を
選
択
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
立
と
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

○
男
女
が
等
し
く
能
力
を
発
揮

す
る
た
め
の
機
会
の
確
保
お

よ
び
仕
組
み
づ
く
り

　

男
女
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
理
念
を
具
体
化
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

多
様
な
生
き
方
の
で
き
る
活
力

あ
る
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

○
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
主

体
的
に
参
画
す
る
社
会
づ
く

り

　

こ
れ
ま
で
、
重
要
な
意
思
決

定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
が
少

な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
男

女
が
等
し
く
参
画
で
き
る
社
会

の
形
成
の
た
め
積
極
的
に
女
性

の
登
用
を
推
進
し
ま
す
。
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�
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基
本
理
念
に
沿
っ
て
四
つ
の

目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

○
男
女
の
自
立
と
人
権
の
尊
重

（
人
権
）

　

男
女
が
自
立
し
て
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
人
権
の
尊
重
が
欠

��������	
�

�
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
計
画
案
閲
覧
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
�
５
３
０
７
‐
０
６
８
３
で
、　

月
１１

　

日
ま
で
に
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
課
へ
。

３０�
ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は

勤
務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校

名
と
所
在
地
も
）、
事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名

称
と
所
在
地
お
よ
び
代
表
者
の
氏
名
も
書
い
て

く
だ
さ
い
。

�
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ご
意
見
を
書
き
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
期
間
】　

月　

日
�
〜　

日
�

１１

１１

３０

【
計
画
案
閲
覧
場
所
】

　

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
課
（
区
役
所
中
棟

二
階
）、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
、
区
政
資
料

室
、
図
書
館
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事

務
所
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

計
画
改
定
の
背
景

計
画
の
概
要

� ������������������������������

男女共同参画社会をめざす
杉並区行動計画の策定にむけて

������������������������������������������������������������������������������������������がともに、いきいきとがともに、いきいきと
暮らせる暮らせる������������������������������������������������������������������������������������������をめざしてをめざして

�
良
い
仕
事
は
協
力
と
信
頼
か
ら
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◇
調
査
の
概
要

▽
５
月　

日
�
＝
杉
並
中
継
所

２１

の
排
気
・
換
気
の
化
学
物
質
調

査▽
６
月　

日
�
＝
杉
並
中
継
所

１８

と
区
内
三
地
点
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
お
よ
び
排
水
調
査

▽
６
月　

日
�
＝
杉
並
中
継
所

１９

と
周
辺
四
地
点
の
排
気
・
換
気

の
化
学
物
質
調
査

◇
調
査
結
果

�
５
月
分

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気

塔
か
ら
排
出
さ
れ
る
化
学
物
質

で
、　

年
度
に
四
回
実
施
し
た

１４

調
査
の
濃
度
範
囲
を
わ
ず
か
で

も
超
え
た
物
質
は
六
物
質
あ
り

ま
し
た
（
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
、
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト

リ
ル
、
１
、
２
‐
ジ
ク
ロ
ロ
エ

タ
ン
、ト
ル
エ
ン
）。
こ
の
中
で

環
境
基
準
の
あ
る
物
質
の
う
ち

排
気
塔
の
ベ
ン
ゼ
ン
だ
け
が
、

基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
都
環
境
確
保

条
例
に
よ
る
規
制
基
準
の
あ
る

一
一
物
質
は
、
ベ
ン
ゼ
ン
を
含

め
て
す
べ
て
基
準
値
未
満
で
し

た
。

�
６
月
分

�
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気

塔
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
は
、
排
気
塔
０
・

０
４
３
、
換
気
塔
０
・
０
５
８

で
あ
り
、
環
境
基
準
０
・
６
と

比
較
し
て
十
分
低
い
濃
度
で
し

た
。（
濃
度
単
位
＝
ｐ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
�
）

�
排
ガ
ス
・
大
気
中
の
化
学
物

質▽
排
ガ
ス
中
の
濃
度

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気

で
は
、　

年
度
の
濃
度
範
囲
を

１４

わ
ず
か
で
も
超
え
た
物
質
が
、

九
物
質
あ
り
ま
し
た
（
ベ
ン
ゼ

ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ア

ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
１
、
２
‐

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、ト
ル
エ
ン
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
パ
ラ
ジ

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ア
ル
デ
ヒ

ド
類
）。こ
の
中
で
排
気
塔
の
ベ

ン
ゼ
ン
と
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
が
環
境
基
準
値
を
超
え
て

い
ま
す
（
環
境
基
準
は
年
平
均

値
と
比
較
し
ま
す
）。

　

し
か
し
、
周
辺
四
地
点
の
結

果
で
は
、
こ
の
九
物
質
の
濃
度

は
、　

年
度
の
調
査
結
果
と
同

１４

程
度
か
、
そ
れ
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
基
準
の

あ
る
ベ
ン
ゼ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
四
物
質
は
、

す
べ
て
基
準
値
未
満
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
都
環
境
確
保
条

例
に
よ
る
規
制
基
準
の
あ
る
一

一
物
質
は
、
す
べ
て
基
準
値
未

満
の
濃
度
で
し
た
。

▽
周
辺
地
点
の
化
学
物
質

　

杉
並
中
継
所
か
ら
約
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
四
地
点
で

は
、　

年
度
の
結
果
に
比
べ
て
、

１４
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
と
パ
ラ
ジ
ク

ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
が
や
や
高
い
濃

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
環
境
基
準
の
あ
る

四
物
質
は
、
す
べ
て
の
地
点
で

基
準
値
未
満
で
し
た
。

�
排
水
中
の
化
学
物
質
濃
度

　

杉
並
中
継
所
等
の
排
水
調
査

で
は
、　

年
度
と
同
程
度
の
濃

１４

度
範
囲
で
し
た
。
ま
た
、
地
下

汚
水
槽
と
公
共
下
水
道
で
空
気

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

　

年
度
と
同
程
度
で
し
た
。

１４

☆

　

調
査
結
果
報
告
書
は
、
区
政

資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

年
度
の
大
気
汚
染
測
定

１４結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

区
で
は
、
区
内
の
大
気
汚
染

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
四

地
点
で
大
気
汚
染
物
質
を
常
時

測
定
し
て
い
ま
す
。

　

表
２
は
、　

年
度
の
項
目
別

１４

の
測
定
結
果
と
基
準
の
達
成
状

況
で
す
。
一
酸
化
炭
素
は
、
例

年
ど
お
り
す
べ
て
の
地
点
で
基

準
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
ま
で
三
宅
島
の
噴
煙
の
影

響
で
短
期
的
に
達
成
で
き
な
か

っ
た
二
酸
化
硫
黄
も
、
基
準
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
二
酸
化
窒
素
と
浮

遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て
は
、

年
平
均
値
が
や
や
減
少
し
ま
し

た
が
、
基
準
達
成
率
は
、
低
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
も
依
然
と
し
て
す
べ
て
の
地

点
で
基
準
未
達
成
で
す
。

〈表１　１５年度杉並中継所モニタリング調査予定〉
２月１月１１月１０月８月６月５月調査項目場所項目
○○○○○○○ＶＯＣ１６項目

中継所排気
換気 ○○その他７項目

○○○○ダイオキシン類
○○○○ＶＯＣ１６項目周辺４

地点

大気

○○その他７項目
○○ＶＯＣ１６項目対照２

地点 ○○その他７項目

○○○○ダイオキシン類区内３
地点

○○○○重金属など中継所排水 ○○○○空気２項目

※ＶＯＣ１６項目＝ベンゼン、ジクロロメタン、１，１，１‐トリクロロエタ
ン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、アクリロニトリル、
塩化ビニルモノマー、クロロホルム、１，２－ジクロロエタン、１，３‐ブ
タジエン、トルエン、アセトアルデヒド、ホルムアルデヒド、アセトニ
トリル、パラジクロロベンゼン、酸化エチレン

※その他７項目＝フタル酸ジ‐２‐エチルヘキシル、トルエンジイソシア
ネート、水銀、硫化水素、硫化メチル、二硫化炭素、アルデヒド類
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年
度
の
杉
並
中
継
所
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
、
表
１
の
と
お
り
実
施
し

１５て
い
ま
す
。
今
回
は
、
５
月
・
６
月
分
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策
係
へ
。

〈表２　大気汚染測定結果および環境基準達成状況〉

久我山苗圃
住居専用地域

高円寺
環状７号線沿い

富士見丘
放射５号線沿い

区役所前
青梅街道沿い

測定室

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値項　目

－－－－－－○○０．００６○○０．００５二酸化硫黄

○－０．０２２○－０．０３５○－０．０３１×－０．０４２二酸化窒素

－－－○○０．８○○０．６○○０．９一酸化炭素

－－－－－－－×０．０２１－×０．０１４光化学オキ
シダント

－－－○○０．０３３××０．０３７××０．０４３浮遊粒子状
物質

（注）１．年平均値＝各汚染物質の年度平均値（単位＝ppm、ただし浮遊粒子状物質はmg／�）。２．短
期的＝環境基準の短期的評価。　○：基準達成　×：基準非達成　－：非該当または、測定無し。
３．長期的＝環境基準の長期的評価．　この環境基準には、各１時間値などを評価する短期的評価
と１年間の測定値を評価する長期的評価があります。

　

来
春
、
区
立
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
新
一
年
生
を
対

象
に
、
保
護
者
や
子
ど
も
が

学
校
を
希
望
で
き
る
「
学
校

希
望
制
度
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
　

月
６
日
で
希
望
申
請
を

１０
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
小
学

校
五
三
五
件
・
中
学
校
六
六

六
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、小
学
校
二
校
・

中
学
校
五
校
に
つ
い
て
、
受

け
入
れ
人
数
を
超
え
る
申
請

が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
の

受
け
入
れ
態
勢
や
今
後
の
入

学
予
定
者
の
見
込
み
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
浜
田
山

小
学
校
と
高
井
戸
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
公
開
抽
選
を
行

い
ま
し
た
。（
左
表
）

　

そ
の
他
の
四
三
小
学
校
と

二
二
中
学
校
は
、
希
望
申
請

ど
お
り
と
し
ま
す
。
各
学
校

へ
の
就
学
通
知
は
、
一
月
上

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
 

学
務
課

問

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
杉
並

区
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
区
内
の　

歳
１８

以
下
の
方
が
本
に
親
し
み
、

読
書
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
に

お
け
る
読
書
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
各
施
策
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
計
画
期
間
は　

年
１５

〜　

年
度
で
す
。

１９

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」
７
月

　

日
号
や
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

１１を
通
じ
て
素
案
を
提
示
し
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
合
計
一

六
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
本
文
（
ご
意

見
に
対
す
る
回
答
を
含
む
）

は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
る
ほ
か
、　

月　
１１

２０

日
か
ら
区
政
資
料
室
（
区
役

所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務

所
・
分
室
、
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
な
ど
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
区
政
資
料
室
で
は

四
〇
〇
円
で
有
料
頒
布
し
ま

す
。

　
 

教
育
委
員
会
事
務
局
庶

務
課
ま
た
は
中
央
図
書
館

�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４

問

〈希望申請公開抽選結果〉

当選数
希望申請
（出）

希望申請
（入）

学校名

３４４４９浜田山小

４７１７８０高井戸中

��������	
���������	
�

������������������������������学
校
希
望
制
度
の
申
請
結
果

学
校
希
望
制
度
の
申
請
結
果
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

◇
杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
・
サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
マ
ン 
溢 
れ
る
名
曲
ブ
ラ
ー
ム

あ
ふ

ス
「
バ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
」

　

杉
並
区
在
住
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
鈴
木
祥
子
さ
ん
が
、
ブ
ラ

ー
ム
ス
の
名
曲
を
、
心
に
響
く

華
麗
な
る
演
奏
で
お
贈
り
し
ま

す
。

　
 
　

年
２
月　

日
�
午
後
２

１６

１４

時
開
演
（
１
時　

分
開
場
） 

３０

浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１
―　
３６

―
３
） 

出
演
＝
鈴
木
祥
子（
バ

イ
オ
リ
ン
）、
中
野
孝
紀
（
ピ
ア

ノ
）▽
曲
目
＝
ブ
ラ
ー
ム
ス「
バ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
一
・
第

二
・
第
三
番
」 

一
五
〇
〇
円

（
全
席
自
由
・
会
員
割
引
あ
り
）

◇
早
春
落
語
会

桂
歌
丸
の
世
界
へ
ご
案
内

　

歌
丸
の
長
演
一
席
、
小
山
觀

翁
氏
の
楽
し
い
落
語
解
説
、
寄

席
囃
子

    

の
数
々
を
た
っ
ぷ
り
ご

ば
や
し

時

場

内

費

 
堪  
能 
く
だ
さ
い
。
今
回
、
初
顔

た
ん 
の
う

合
わ
せ
の
歌
丸
、
觀
翁
両
氏
に

よ
る
初
顔
合
わ
せ
対
談
「
落
語

と
歌
舞
伎
と
」も
お
楽
し
み
に
。

　
 
　

年
２
月　

日
�
午
後
６

１６

２５

時
開
演
（
５
時　

分
開
場
） 

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

出
演
＝
落
語
家
・
桂

３２
歌
丸
、
古
今
亭
菊
朗
、
か
ぶ
き

時

場

内

キ
ャ
ス
タ
ー
・
小
山
觀
翁
、
お

 
囃
子 
・
杉
浦
ひ
ろ
ほ
か 

二
五

は
や
し

〇
〇
円
（
全
席
指
定
・
会
員
割

引
あ
り
）

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

前
売
開
始
＝
サ
ロ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
＝　

月　

日
�
、
落
語
＝

１１

１４

　

月　

日
�
／
と
も
に
午
後
１

１１

２１

時
▽
販
売
窓
口
＝
�
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
内
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
�
区
役
所
一
階

「
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
」
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
／
い

３０

ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
�
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

／
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

８
時
�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
０
５

７
０
‐
０
２
‐
９
９
９
９
（
落

語
の
み
） 

文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３

５�
西
高
の
夕
べ 

ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１１

３０

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

講
演
＝
「
小
説
の

２２

３２

生
ま
れ
る
場
所
」（
日
本
文
芸
家

協
会
理
事
長
・
黒
井
千
次
）
▽

演
奏
＝
「
魅
惑
の
ス
ク
リ
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」（
西
高
Ｏ
Ｂ
吹

奏
楽
団
）
▽
司
会
＝
芳
村
真
理

 

五
〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

西

高
同
窓
会
事
務
局
�
３
２
４
７

‐
０
７
６
５

�
泉
南
町
会
の
昔
の
あ
そ

び
・
今
の
あ
そ
び 

地
域
の
人
と
児
童
館
で

あ
そ
ぼ
う

　

ケ
ン
玉
・
お
て
だ
ま
・
紙
芝

居
な
ど
な
ど
。
駄
菓
子
も
い
っ

費

問

時
場

内

定

費

申

問

ぱ
い
。
昔
な
つ
か
し
い
あ
そ
び

や
現
代
の
あ
そ
び
で
地
域
の
人

と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

あ
の
日
に
戻
っ
て
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
堀
ノ
内
南
児
童

館
へ
全
員
集
合
。（
区
共
催
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

１５

３
時
（
雨
天
決
行
） 

堀
ノ
内

南
児
童
館
（
堀
ノ
内
１
―
９
―

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

２６場
へ 

堀
ノ
内
南
児
童
館
�
３

３
１
６
‐
５
０
９
０

�
杉
並
第
四
い
ず
み
福
祉
作

業
所
工
房
「
手
と
手
」 

手
織
り
展

　

杉
並
区
知
的
障
害
者
育
成
会

の
四
カ
所
目
の
作
業
所
で
手
織

り
、
手
染
め
な
ど
の
工
芸
品
を

作
っ
て
い
る
工
房
の
展
示
即
売

会
で
す
。手
織
り
の
マ
フ
ラ
ー
、

シ
ョ
ー
ル
、
袋
物
な
ど
の
作
品

を
展
示
即
売
し
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
�
午

１１

２２

２４

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１１

２４

午
後
３
時
ま
で
） 

杉
並
第
四

い
ず
み
福
祉
作
業
所
工
房
「
手

と
手
」（
方
南
１
―　

―　

） 

５２

２０

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
作
業

所
�
３
３
２
１
‐
４
４
８
５

福
祉
バ
ザ
ー

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時　

１１

２４

１０

３０

分
〜
午
後
２
時 

杉
並
第
一
小

学
校（
阿
佐
谷
北
１
―
５
―　

）
２７

時

場

費

申

問
時

場

申

問

時

場

 

あ
し
た
の
会
、工
房
ラ
ル
ゴ
、

い
た
る
セ
ン
タ
ー
、
あ
お
ば
作

業
所
、
け
や
き
亭
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の

自
主
製
品
の
販
売
、
区
内
の
産

地
直
送
野
菜
、
も
ち
つ
き
、
模

擬
店
な
ど 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

あ
し
た
の
会
中
途
障
害
者

の
第
１
福
祉
作
業
所
�
５
３
９

７
‐
３
６
３
６

清
掃
工
場
・
植
物
館
バ

ス
見
学
会

　

最
新
の
焼
却
技
術
を
取
り
入

れ
た
清
掃
工
場
や
海
底
か
ら
山

地
に
至
る
豊
富
な
生
態
系
の
展

示
が
あ
る
植
物
館
を
観
察
し
ま

す
。

　
 
　

月　

日
� 

集
合
場
所

１２

１０

な
ど
＝
井
の
頭
線
高
井
戸
駅
前

＝
午
前
８
時　

分
（
午
後
４
時

３０

　

分
解
散
予
定
）、区
役
所
＝
８

１５時　

分（
午
後
４
時
解
散
予
定
）

４５

 

行
程
＝
板
橋
清
掃
工
場
・
板

橋
区
立
熱
帯
環
境
博
物
館 

区

内
在
住
・
在
勤
の
方 

四
〇
名

（
抽
選
） 

三
〇
〇
円
（
入
館

料
・
保
険
料
）。
昼
食
希
望
の
方

は
別
途
料
金
で
用
意
し
ま
す 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）に

集
合
場
所
・
昼
食
希
望
の
有
無

も
書
い
て
、　

月　

日
（
消
印

１１

２９

有
効
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
１
阿
佐
谷
北
１
―
４
―
２
）

へ 

同
事
務
所
�
５
３
７
３
‐

８
９
４
１
（
日
・
月
曜
は
休
み
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
ク
リ

ス
マ
ス
会

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

２１

３
時　

分
（
区
後
援
） 

阿
佐

３０

谷
南
児
童
館
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
８
） 

手
話
ダ
ン
ス
、
サ

１４ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ケ
ー
キ

カ
ッ
ト
な
ど 

区
内
在
住
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
（
小
学
生

内

申

問時

場

内

対

定

費

申

問時

場

内
対

以
下
） 

八
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
お
子
さ
ん
の
名
前
・

年
齢
・
性
別
も
書
い
て
、　

月
１１

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
区

３０母
子
寡
婦
福
祉
団
体
連
合
会
会

長
・
鳥
海
悦
（
〒　

‐
０
０
３

１６７

４
桃
井
１
―　

―
２
）
へ 

同

２５

会
・
鳥
海
�
３
３
９
０
‐
０
５

８
６

�　

月
の
施
設
め
ぐ
り 

１２
冬
の
し
ら
べ
・
冬
の
星
座

　

区
内
の
公
園
、花
栽
培
農
家
、

そ
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
幻

想
的
な
演
奏
や
冬
の
星
座
の
観

賞
は
い
か
が
で
す
か
。

　
 
　

月　

日
�
午
前
９
時
〜

１２

１０

午
後
４
時 

区
役
所
↓
大
田
黒

公
園
↓
内
藤
農
園
↓
杉
並
会
館

（
昼
食
）
↓
東
京
女
子
大
学
↓

科
学
館
↓
区
役
所
（
全
行
程
貸

切
バ
ス
で
移
動
） 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学
生
以

下
は
付
き
添
い
が
必
要
で
す
）

 

四
二
名
（
抽
選
） 

一
人
一

定

費

申

問

時

場

対

定

費

〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
に

「　

月
の
施
設
め
ぐ
り
」
と
明

１２
記
し
、
参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
区

１１

２０

政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担
当
へ

 

同
課

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
in

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 
　

月
６
日
�
・
７
日
�
午

１２

前　

時
〜
午
後
３
時 

リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
） 

一
〇
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
参
加
希
望
日
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

１７

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・

木
曜
休
館
） 

車
で
の
搬
出
入
・

来
場
は
で
き
ま
せ
ん

申

問
時

場内
対

費

申

問

他

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�

冬
季
杉
並
・
風
連 

子
ど
も
交
流
会

　

区
の
友
好
都
市
、
風
連
町

で
、
中
学
生
同
士
の
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

　

北
国
の
厳
し
い
自
然
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
�

１２

２６

２９

の
三
泊
四
日 

北
海
道
上
川

郡
風
連
町
と
そ
の
周
辺 

ス

キ
ー
ま
た
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
町
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど 

区
内
在
住
の
中
学
生

で
、　

月　

日
�
の
説
明
会

１２

１４

を
含
め
全
日
程
参
加
で
き
る

方 

二
五
名
（
抽
選
） 

二

時

場

内

対
定

費

万
五
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
に
学
校

名
、
学
年
、
保
護
者
名
も
書

い
て
、　

月
２
日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
児
童
青
少
年
セ
ン
タ

ー
事
業
係
（
〒　

‐
０
０
５

１６６

１
荻
窪
１
―　

―
３
）
へ 

５６

同
係
�
３
３
９
３
‐
４
７
６

０イ
ヤ
ー
エ
ン
ド
パ
ー
テ

ィ
ー

　

一
年
を
振
り
返
り
、
外
国

人
と
日
本
人
が
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
す

る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
３
時

１２

１４

申

問

時

〜
５
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

募

２２

３２

集
人
員
＝
一
〇
〇
名
（
外
国

人
・
日
本
人
各
五
〇
名
） 

一
〇
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス（
記
入
例
参
照
）

に
郵
便
番
号
と
国
籍
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

２５

で
に
文
化
・
交
流
協
会
交
流

係
イ
ヤ
ー
エ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ

ー
担
当
（
〒　

‐
０
０
０
４

１６６

阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な

１４

み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
五
階
・
�

５
３
７
８
‐
８
８
４
４
）
へ

 

同
担
当
�
５
３
７
８
‐
８

８
３
３

場

定
費

申

問

楽
し
く
話
し
て
仲
良
く
交
流

楽
し
く
話
し
て
仲
良
く
交
流

▲鈴木　祥子

▲桂　歌丸

▲手織り展

　１０月２５日�に阿佐谷パールセ
ンターで「第３回ハロウィン仮
装コンテスト」が開かれ、子ど
もから大人まで７７組２３４名が、魔
女や妖精、お化けなど趣向を凝
らした仮装で商店街に集合、ア
ーケードを練り歩きました。
　子どもや親子で仮装している
参加者には、道行く人たちから
「かわいい！」という声があが
っていました。　　

― ―１０月２５日、写す。

商商商商商商商商店店店店店店店店街街街街街街街街ににににににににおおおおおおおお化化化化化化化化けけけけけけけけがががががががが集集集集集集集集合合合合合合合合？？？？？？？？商店街にお化けが集合？
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�
育
児
講
演
会 

こ
も
り
う
た
・
わ
ら
べ
う

た
・
は
じ
め
て
の
絵
本 

―
子
育
て
の
中
で
、
今
大
切

に
し
た
い
こ
と

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２９

１０

正
午 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
今
川
（
今
川
３
―
３
―　
１８

今
川
保
育
園
内
） 

絵
本
・
児

童
文
学
研
究
家
・
市
村
久
子 

０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者 

四
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
４
‐
３
９
３
５
へ 

�
託

児
あ
り
（
二
〇
名
先
着
順
）
�

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い�
車
座
ト
ー
ク 

青
い
鳥
は
身
近
に
―
地
域

課
題
の
解
決
を
求
め
て

　

参
加
者
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
り
合
い
、
具
体
的
な
行
動
に

つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

場
で
す
。身
近
に
存
在
す
る「
青

い
鳥
」
を
一
緒
に
探
す
小
さ
な

時
場

師

対

定

費

申

問

他

旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

・ 

左
上
表
の
と
お

り 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

 

三
〇
名
程
度 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ
（
先
着
順
、

一
回
だ
け
の
参
加
も
可
能
） 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

７
‐
６
６
２
１
�
３
３
１
７
‐

６
６
２
０ 

１
歳
か
ら
の
託
児

が
あ
り
ま
す
。
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

家
庭
学
級

◇
子
育
て
を
心
豊
か
に

　

わ
ら
べ
う
た
な
ど
親
子
の
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
お
母

さ
ん
同
士
の
話
し
合
い
、
そ
し

て
子
育
て
に
つ
い
て
の
お
話
で

す
。（
区
共
催
）

　
 

�　

月　

日
�
�　

日
�

１１

２１

２５

�　

月
５
日
�
／
時
間
は
い
ず

１２
れ
も
、
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

伊
藤
渥
子
ほ
か 

二
〇
名
（
先

着
順
） 

三
回
分
一
五
〇
〇
円

（
資
料
、
保
険
料
な
ど
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

母
と
子
の

生
活
研
究
所
�
５
９
３
４
‐
８

８
５
０ 

�
は
親
子
一
緒
の
活

動
が
中
心
、
�
�
は
講
義
と
話

し
合
い
（
託
児
あ
り
）

◇
伝
統
文
化
の
書
に
親
し
む

　

「
日
本
の
伝
統
文
化
と
現
代

の
教
育
」（
計
三
回
）
の
第
一
回

目
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー
ル
な
ど
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
心

を
こ
め
て
文
字
を
書
く
こ
と
の

大
切
さ
を
現
代
の
子
ど
も
た
ち

に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
名
前
や
実
用
文
字
を
美

し
く
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
か

な
の
由
来
な
ど
の
お
話
も
あ
り

ま
す
。（
区
共
催
）

時

内

師

場
定

費

申
問

他

時
場

師

定

費

申

問

他

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時　

１１

２９

１０

３０

分
〜
正
午
（　

時
開
場
） 

杉

１０

並
第
四
小
学
校
（
高
円
寺
北
２

―　

―　

） 

玉
川
大
学
生
涯

１４

１３

教
育
講
座
講
師
・
久
保
田
美
由

紀 

無
料 

・ 

電
話
で
、　
１１

月　

日
ま
で
に
杉
並
第
四
小
学

２０
校
教
頭
・
阿
部
�
３
３
３
９
‐

５
２
４
１
へ 

�
書
道
道
具
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
�
小
学
生

以
上
の
お
子
さ
ん
連
れ
も
可

「
シ
ー
ト
ン
の
本
」
と

「
ム
サ
サ
ビ
の
子
育
て
」

　

『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』
を
翻

訳
さ
れ
た
、
今
泉
吉
晴
さ
ん
の

講
演
で
す
。
今
泉
さ
ん
が
撮
影

し
た
、
ム
サ
サ
ビ
の
ビ
デ
オ
も

上
映
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

３０

１０

正
午 

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３

―　

―　

） 

一
〇
〇
名
（
先

４０

２３

着
順
） 

一
家
族
五
〇
〇
円（
資

料
代
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

科
学
読
物
研
究
会
・
伊
沢
�

０
４
２
‐
３
５
５
‐
８
４
０
０

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
講
座 

私
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

が
で
き
る

　

地
域
・
社
会
の
様
々
な
課
題

を
解
決
し
新
た
な
価
値
を
創
出

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
を
振
興
す
る
た
め
の
連
続
講

座
で
す
。
あ
な
た
も
「
自
分
は

ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の

か
」
可
能
性
を
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
 
　

月
６
日
�
〜　

年
２
月

１２

１６

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
４
時

２１

３０

　

分
（
計
一
〇
回
・
年
末
年
始

３０な
ど
を
除
く
） 

阿
佐
谷
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か 

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
参
加
・

体
験
型
学
習 

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ

時

場

師

費

申

問
他

時
場

定

費
申

問
時

場

内

師

ィ
リ
サ
ー
チ
代
表
・
尾
�
有
紀

子
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
実
践
者
ほ
か 

三
〇
名 

五

〇
〇
〇
円 

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
・
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
職
業
と
参
加
の
動
機

も
書
い
て
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―　

四
階
�
５
３
０

４７

１７

６
‐
６
５
９
７
、
Ｅ
メ
ー
ルb
i

s
@
s
n
v
c
.jp

）
へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

　
 
　

月
４
日
�
午
後
６
時　

１２

３０

分
〜
８
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

法
人
化
す
る
場

１７
合
の
要
件
、
手
続
き
の
方
法
、

法
人
化
し
た
場
合
の
利
点
・
欠

点
、
法
人
の
義
務
な
ど 

一
五

名 

一
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
含

む
） 

・ 
　

月　

日
か
ら
電

１１

１２

話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０

６
‐
３
９
３
９
へ
（
先
着
順
）

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催 

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
相
談
や

サ
ポ
ー
ト
、
講
習
な
ど
を
行
う

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
地

域
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
講
座
で
す
。

　
 
　

年
３
月
３
日
�
〜
５
日

１６

�
・　

日
�
〜　

日
�
／
時
間

１０

１２

は
い
ず
れ
も
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
計
六
回
） 

柿
木
図
書
館

（
上
井
草
１
―
６
―　

） 

�

１３

パ
ソ
コ
ン
・
Ｏ
Ｓ
の
基
礎
知
識

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
基
礎
知
識
�
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
�
サ
ポ
ー
ト

活
動
の
た
め
の
基
礎
知
識
と
ト

定

費

申

問

時

場

内

定

費
申

問

時

場

内

ラ
ブ
ル
解
決
法
な
ど 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上

２０

の
方
で
、
日
常
的
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
る
方 

一
四
名（
抽
選
）

 

二
万
二
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
３

面
記
入
例
参
照
）
に
、
自
宅
と

昼
間
の
連
絡
先
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
有
無
、
在
勤
・
在
学
の

方
は
勤
務
先
ま
た
は
通
学
先
の

名
称
・
所
在
地
も
書
い
て
、　
１１

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

２５
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
〒　

‐
０
０
２
２
下
井
草

１６７

５
―　

―　

井
荻
書
店
ビ
ル
三

１８

１５

階
）
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
５
３
０
３
‐
６

５
４
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp

://w
w
w
.s
a
ra
-p
ro
je
c
t.

o
r.jp成

年
後
見
制
度
と
遺
言

　

自
己
判
断
能
力
が
低
下
し
た

後
の
財
産
管
理
や
、
死
後
に
お

け
る
財
産
分
配
な
ど
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

２５

３０

分
〜
４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

東

２２

３２

京
司
法
書
士
会 

一
二
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

保
健
福
祉
部
管

理
課

歯
周
病
予
防
教
室

　
 

・ 
　

月
５
日
�
＝
な
り

１２

た
く
な
い
な
歯
周
病
〜
歯
周
病

を
理
解
し
よ
う
（
講
義
編
）
▽

　

日
�
＝
負
け
る
も
ん
か
歯
周

１２病
〜
歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

（
実
技
編
）
／
時
間
は
い
ず
れ

も
、
午
前　

時
〜
正
午 

高
円

１０

寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南

３
―　

―　

） 

日
本
大
学
歯

２４

１５

学
部
医
療
人
間
科
学
教
室
教

対

定

費

申

問

時

場

師

定

費

申

問

時

内

場

師

〈車座トーク「青い鳥は身近に〉
助　言　者内　　容月日

�コミュニティリサーチ
　尾 　有紀子

ＮＰＯ法人スクールアドバイ
スネットワーク　  生重　幸恵
地域活動を楽しむ会

宇治川　敏夫

現状を知り、
把握する１２月４日

問題点を整理
し、共有する　　１１日

解決策を探る　　１８日

※時間はいずれも、木曜日の午後６時３０分～８時３０分。企画
運営は社会教育事業推進委員会（車座委員会）。

授
・
尾
崎
哲
則 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方 

無
料 

二
五
名

 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
）

　

代
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う 

２０健
康
・
き
れ
い
・
チ
ェ

ッ
ク
講
座

　
 

・ 

・ 

�　

月　

日
�

１１

２７

＝
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
骨
密
度
・

体
脂
肪
測
定
、
歯
周
病
予
防
�

　

月
４
日
�
＝
身
に
つ
け
よ
う

１２美
し
い
姿
勢
と
歩
き
方
（
運
動

指
導
員
・
井
上
薫
）
�　

日
�

１１

＝
す
こ
や
か
素
肌
づ
く
り
（
美

容
部
員
・
遠
藤
満
理
子
）
／
時

間
は
い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜

１０

正
午
（
計
三
日
） 

和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー（
和
泉
４
―　

―
６
）

５０

 
　

代
〜　

代
の
女
性 

二
〇

２０

４０

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
和

泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３

‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
生
活
習
慣
改
善
教
室 

は
じ
め
よ
う
、
ま
ず
食

か
ら
健
康
生
活

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
円
寺
南
３
―　

―　

） 

２４

１５

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

�
健
康
づ
く
り
高
井
戸
西
地

区
会
事
業 

２
０
０
３
高
井
戸
健
康
大
学

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２９

１０

正
午 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

５
） 

笑
っ
て
自
然
に
ふ
れ
て

免
疫
力
を
高
め
よ
う
！ 

東
京

医
科
歯
科
大
学
大
学
院
教
授
・

藤
田
紘
一
郎 

区
内
在
住
の
方

対

費

定

申

問
時

内

師

場

対

定

費

申

問

時

内

師

場

対

定

費

申

問

時
場内

師

対

 

九
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先

着
順
）

元
気
で
生
き
る
た
め
の

地
域
づ
く
り

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

） 

区

１９

内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２
へ
（
先
着
順
）

�
憲
法
集
会 

有
事
（
戦
争
）
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
私
た

ち
は
何
が
で
き
る
の
か

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２３

４
時　

分
（
１
時　

分
開
場
・

３０

３０

区
後
援
） 

産
業
商
工
会
館（
阿

佐
谷
南
３
―
２
―　

） 

一
橋

１９

大
学
名
誉
教
授
・
山
内
敏
弘
、

作
家
・
徐
京
植 

一
〇
〇
名 

定

費

申

問

時

内

師

場

対

定

費

申

問
時

場

師

定

費

五
〇
〇
円（
前
売
り
三
〇
〇
円
）

 

・ 

電
話
で
、
杉
並
憲
法
集

会
連
絡
会
・
東
本
�
３
３
３
４
‐

６
６
５
６
へ

危
な
い
！
あ
な
た
の
使
っ

て
い
る
洗
剤
は
安
全
？

　

毎
日
使
う
「
洗
剤
」
の
安
全

性
と
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
自

然
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２９

３
時 

杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５

―　

―
１
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
ぎ
な

２０
み
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
常
任

理
事
・
藤
岡
賢
士 

五
〇
〇
円

（
資
料
代
含
む
） 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
ぎ
な
み
環

境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
�

３
３
９
５
‐
５
２
０
１
�
３
３

９
５
‐
５
２
１
８
へ 

同
事
務

局 申

問
時

場

師

費申
問

〈元気で生きるための地域づくり講座〉
講　　師内　　　　　　容月　日

東京都老人総合研究所
　新開　省二

いくつになっても若々しくすごすために～
区内で実施した調査の結果から１２月３日�

保健センター
保健師

人々がつながり、役立て合う関係をつくる
ために～地域の福祉施設などの見学と情報
交換

　　８日�

保健センター
栄養士・保健師

元気の源は食生活と仲間づくり～１日分の
献立モデルの提示（実物）とまとめの討論　　１０日�

※時間はいずれも、午後１時３０分～３時３０分。

〈生活習慣改善教室〉
講　　師内　　　　容月　日

保健センター栄養士低脂肪食で適正体重を維持しよう１１月２５日�
ヘルスプランニン
グ・ムナカタ
主宰　宗像　伸子

はじめよう、食から健康生活（講義）
減塩料理で高血圧、心臓病の予防
ヘルシーおせちの展示と試食

１２月２日�

保健センター栄養士不足しているビタミン＆ミネラルを
上手にとろう　　１１日�

※時間はいずれも、午前１０時～正午。１１月２５日と１２月１１日には、料理の実演と試
食があります。
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妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児

休
業
補
助
教
職
員
採
用

候
補
者

　

都
内
公
立
学
校
の
教
員
な
ど

が
妊
娠
出
産
休
暇
や
育
児
休
業

を
と
っ
た
場
合
に
、
そ
の
代
わ

り
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

職
種
・
資
格
＝
�
教
員（
応

募
す
る
校
種
・
教
科
（
科
目
な

ど
）
の
教
諭
普
通
免
許
状
を
現

に
有
す
る
方
、
特
別
区
幼
稚
園

教
員
は
除
く
）
�
養
護
教
諭（
養

護
教
諭
普
通
免
許
状
を
現
に
有

す
る
方
）
�
事
務
・
栄
養
士

（
事
務
は
学
校
事
務
な
ど
を
五

年
以
上
、
栄
養
士
は
、
免
許
を

有
し
、
学
校
栄
養
士
な
ど
を
三

年
以
上
勤
務
経
験
が
必
要
）
�

対

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員
（
一
年

以
上
の
正
規
幼
稚
園
教
員
経
験

が
必
要
）。
�
〜
�
と
も
生
年
月

日
が
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

１８

の
方 

�
〜
�
＝　

月　

日
・

１１

２７

　

日
、　

月
１
日
に
都
教
育
庁

２８

１２

人
事
部
選
考
課
�
５
３
２
０
‐

６
７
８
７
へ
�
＝　

月
１
日
・

１２

２
日
に
特
別
区
人
事
・
厚
生
事

務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
人

事
企
画
課
採
用
担
当
�
５
２
１

０
‐
９
７
５
１
へ 

同
課 

募

集
要
綱
は
、
教
育
委
員
会
指
導

室
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
に
あ

り
ま
す

� 

え
の
き
会 

看
護
職
員
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
利
用
者
の
看
護
業
務

全
般
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
（
週
三
〜
四

日
）
▽
資
格
＝
看
護
師
・
准
看

護
師
▽
募
集
人
数
な
ど
＝
若
干

名
（　

歳
ま
で
の
健
康
な
方
）

６０

▽
時
給
＝
一
三
〇
〇
円
〜
一
七

〇
〇
円 

電
話
連
絡
の
う
え
、

履
歴
書
を
郵
送
で
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
沓
掛
ホ
ー
ム
（
〒

　

‐
０
０
３
１
本
天
沼
３
―　

１６７

３４

―　

）
へ 

同
ホ
ー
ム
�
３
３

２８
９
５
‐
０
９
０
０

�
あ
な
た
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ

推
進
隊
に
な
り
ま
せ
ん
か 

杉
並
区
体
育
指
導
委
員

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
区
民
の
自
主

的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
諸
課
題
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、
実
践
し
て
い

く
の
が
体
育
指
導
委
員
で
す
。

　
 

募
集
内
容
＝
区
内
在
住
の

　

歳
以
上
、
お
お
む
ね　

歳
以

２０

６５

下
の
方
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
熱
意
と
行
動
力
の
あ
る
方

申

問

他

（ 福 ）内

申
問

内

▽
任
期
＝　

年
４
月
１
日
〜　

１６

１８

年
３
月　

日
▽
身
分
＝
教
育
委

３１

員
会
非
常
勤
職
員
▽
報
酬
＝
月

額
八
〇
〇
〇
円（　

年
度
実
績
）

１５

▽
募
集
人
数
＝
五
〇
名 

募
集

要
項（
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
、

区
内
体
育
施
設
な
ど
に
あ
り
ま

す
）
の
中
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
小
論
文
を
添
え
て　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

１９育
ス
ポ
ー
ツ
課
（
区
役
所
東
棟

六
階
）
へ 

同
課 

活
動
内
容

や
小
論
文
の
テ
ー
マ
は
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 
�
知
る
区
ロ
ー
ド
探
検
隊 

銭
湯
に
入
ろ
う
！

◇
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

　

区
内
の
銭
湯
で
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙
は
探
検
隊
員

に
な
る
と
も
ら
え
ま
す
。

◇
「
シ
ル
ク
」
で
銭
湯
に
入
れ

ま
す

　

知
る
区
ロ
ー
ド
の
日
に
参
加

し
て
、
手
に
入
れ
た
「
シ
ル
ク
」

が
手
元
に
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
銭

湯
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
人
一
〇
〇
シ
ル
ク
（
大
人
も

子
ど
も
も
同
じ
）
で
銭
湯
に
入

れ
ま
す
。

☆

　
 

期
間
＝　

月
１
日
〜　

月

１１

１２

　

日 

・ 

ま
ち
づ
く
り
推
進

３１課
へ

青
少
年
実
態
調
査

　

区
で
は
、　

年
度
に
策
定
す

１６

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
将
来
構

想
」、お
よ
び
将
来
構
想
を
踏
ま

え
た
行
動
計
画
、
ま
た
今
後
の

青
少
年
施
策
の
推
進
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
未
就
学
児
と

申

問

他

時
申

問

小
学
生
・
中
学
生
の
保
護
者
と
、

小
学
校
五
年
生
か
ら
高
校
三
年

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

と
し
た
実
態
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
対
象
者
の
抽
出
は
無

作
為
に
行
い
ま
す
。
調
査
期
間

は　

月
中
〜
下
旬
で
す
。
皆
さ

１１
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
 

児
童
課
青
少
年
係

外
国
人
の
た
め
の
無
料

専
門
家
相
談
会 

―
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

　

ビ
ザ
、
国
際
結
婚
･
離
婚
、

仕
事
、
契
約
な
ど
の
法
律
問
題

や
社
会
保
険
･
労
働
、
教
育
問

題
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

外
国
人
の
困
り
ご
と
の
相
談

を
、
弁
護
士
や
行
政
書
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、教
育
相
談
員
、

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
専
門
家
が
お
受
け
し
ま

す
。（
通
訳
付
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２２

４
時 

区
役
所
中
棟
六
階
第
四

会
議
室 

対
応
言
語
＝
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
･
朝
鮮
語
、
タ

イ
語
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

文
化
・
交
流
協
会

交
流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３

３

建
築
無
料
相
談
会

　

天
沼
三
丁
目
地
区
（
密
集
事

業
地
区
）
で
は
、
老
朽
住
宅
な

ど
を
良
好
な
共
同
住
宅
に
建
替

え
る
方
に
、
建
設
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
場
合
の
助

言
や
、
建
築
に
関
す
る
様
々
な

相
談
を
、
�
東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
杉
並
支
部
員
（
住
ま

問時
場

内
費

申

問

い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
協
力

員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
お
受
け

し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

１５

４
時　

分 

旧
天
沼
出
張
所
別

３０

館
和
室
（
天
沼
３
―　

―　

）

３４

３８

 

天
沼
三
丁
目
に
お
住
ま
い
の

方 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ま

ち
づ
く
り
推
進
課

二
酸
化
窒
素
を
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

大
気
汚
染
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ 
２
）
を
、
あ

な
た
の
家
の
ま
わ
り
で
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
測
定
器
具
を

取
り
付
け
る
だ
け
で
、
分
析
は

杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
が

行
い
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月
４
日
�
・
５
日
� 

１２

三
〇
〇
円
（
測
定
器
具
代
一
〇

〇
円
、
郵
送
料
二
〇
〇
円
） 

費
用
と
し
て
切
手
三
〇
〇
円
分

を
同
封
し
、
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡

会
・
渡
辺
正
子
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
２
高
円
寺
北
４
―　

―　

）

３４

１１

へ 

同
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐

３
０
６
５ 

測
定
を
終
え
た
器

具
は
、
同
会
へ
返
送
し
て
く
だ

さ
い
（
送
料
＝
三
本
ま
で
一
二

〇
円
。
四
本
以
上
は
、
郵
便
局

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

神
経
芽
細
胞 
腫 
の
尿
検

し
ゅ

査
を
休
止
し
ま
す

　

区
で
は
都
よ
り
委
託
を
受

け
、
生
後
６
カ
月
の
乳
児
に
神

経
芽
細
胞
腫
の
検
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
検

査
で
発
見
さ
れ
る
神
経
芽
細
胞

腫
は
自
然
に
治
る
こ
と
が
多
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、

都
か
ら
検
査
事
業
休
止
の
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

時

場

対
申

問

時

費申

問

他

　

こ
れ
を
受
け　

月　

日
�
か

１０

１５

ら
検
査
セ
ッ
ト
の
配
布
を
取
り

や
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で

に
セ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
検

査
ろ
紙
を
送
ら
ず
に
廃
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
、
都

健
康
局
健
康
推
進
課
�
５
３
２

０
‐
４
３
７
２

中
央
図
書
館
の
臨
時
休
館

　

中
央
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、　

月
１
日
�
〜　

１２

１０

日
�
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

中
央
図
書
館
�
３
３
９
１

‐
５
７
５
４

 
シ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会

　
 
　

月
６
日
�
午
前
９
時
〜

１２

午
後
５
時
（
予
備
日　

月　

日

１２

１３

�
） 

松
ノ
木
運
動
場
庭
球
場

（
松
ノ
木
１
―
３
―　

） 

種

２２

目
＝
男
女
ミ
ッ
ク
ス
の
ダ
ブ
ル

ス
戦
▽
試
合
方
法
＝
ペ
ア
の
合

計
年
齢
に
よ
っ
て
二
部
ま
た
は

三
部
に
分
け
、
各
部
ご
と
に
原

則
と
し
て
リ
ー
グ
・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
と
し
ま
す
。
部
分
け

は
申
し
込
み
状
況
を
見
て
本
部

で
決
め
ま
す 

区
内
在
住
・
在

勤
お
よ
び
連
盟
加
盟
の
ク
ラ
ブ

員
で
、
大
会
当
日
満　

歳
以
上

４５

の
方 

四
〇
組
八
〇
名（
抽
選
）

 

一
組
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
に
大
会
名
、ペ
ア
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
書
い
て
、　

月　

日
（
必

１１

２４

着
）
ま
で
に
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
・
小
島
晃
（
〒　

‐
０
０

１６６

問問時
場

内

対

定

費

申

１
６
成
田
西
３
―
６
―
４
）
へ

 

同
連
盟
・
小
島
�
３
３
１
２

‐
０
３
８
５
（
午
後
７
時
〜
９

時
）

親
子
ス
キ
ー
教
室
・
新

年
菅
平
ス
キ
ー
教
室

　
 
　

年
１
月
４
日
�
午
前
７

１６

時
（
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
付

近
・
中
杉
通
り
集
合
）
〜
６
日

�
午
後
８
時
（
区
共
催
） 

長

野
県
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
（
交

通
＝
往
復
貸
し
切
り
バ
ス
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
親
子
ス
キ
ー
教
室
＝
親
子

（
小
・
中
学
生
）
の
ほ
か
子
ど

も
の
友
人
の
同
行
も
可
（
子
ど

も
の
み
の
参
加
は
不
可
）
▽
新

年
菅
平
ス
キ
ー
教
室
＝
高
校
生

以
上 

八
〇
名
（
抽
選
） 

三

万
三
〇
〇
〇
円 

・ 

ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
、
参
加

希
望
者
全
員
の
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
学
年
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、　

月　
１１

２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
区
ス
キ
ー

連
盟
・
水
沼
稔
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
１
阿
佐
谷
北
１
―　

―　

／

１８

１８

Ｅ
メ
ー
ルm

m
iz
u
@
s
e
p
ia
.

o
c
n
.n
e
.jp

、
�
・
�
３
３
３

７
‐
６
９
９
４
午
後
８
時
〜　
１１

時
）
へ 

参
加
者
に
は
必
要
書

類
を
送
付
し
ま
す

区
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
 

�　

月　

日
�
�　

年
１

１１

２４

１６

月　

日
�
�
２
月　

日
�
／
時

１８

１５

間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
７
時　
４５

分
〜
９
時　

分
（
区
共
催
） 

４５

明
治
神
宮
外
苑
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
場（
新
宿
区
霞
岳
町
５
丁
目
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

一
回
に
つ
き
中
学
生
以
下

五
〇
〇
円
、
高
校
生
以
上
八
〇

〇
円（
別
途
貸
靴
代
五
〇
〇
円
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

区
ス

問
時

場
対

定

費

申

問

他

時

場

対
費

申

問

ケ
ー
ト
連
盟
・
柴
田
�
３
３
９

１
‐
８
５
９
３
（
平
日
は
夜
間

の
み
） 

�
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、

帽
子
を
持
参
�
安
全
に
は
十
分

配
慮
し
ま
す
が
、
万
一
の
事
故

の
場
合
、
参
加
者
の
負
担
に
な

り
ま
す

 
気
軽
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

―
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防

の
簡
単
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
 
　

月　

日
�
午
前
９
時
〜

１１

２６

　

時 

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

１１タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

（
上
井
草
３
―　

―
１
） 

区

３４

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
１６

以
上
の
方 

二
〇
名 

四
〇
〇

円
（
入
場
料
） 

・ 

前
日
ま

で
に
電
話
で
、
上
井
草
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
０
‐
５

７
０
７
へ

 
★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就

業
支
援
講
習
育
児
支
援
サ
ー
ビ

ス
　
 

期
間
＝　

年
２
月
４
日
�

１６

〜　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４

１６

１０

時 

都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ

ー
（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　
１０

―
３
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）

 
　

歳
以
上
で
�
杉
並
区
シ
ル

６０
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入

会
し
、
就
業
で
き
る
方 

選
考

で
若
干
名 

受
講
料
＝
無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

１７

ま
で
に
�
都
高
齢
者
事
業
振
興

財
団
（
〒　

‐
０
０
７
２
千
代

１０２

田
区
飯
田
橋
３
―　

―
３
）
へ

１０

 

同
財
団
�
５
２
１
１
‐
２
３

２
７

他

時
場

対

定

費

申

問

æ

時場
対

定

費

申

問

　 開園延長期間＝１１月２０日�～３０日��ライトアップ時
間＝日没～午後８時（開園時間＝午前９時～午後８時） 
大田黒公園（荻窪３‐３３‐１２） 同公園管理事務所�３３９８
‐５８１４ 車での来場はご遠慮ください

時

場

問

他

大田黒公園の紅葉を　大田黒公園の紅葉を

ライトアップします　　　　ライトアップします
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平成１５（２００３）年１１月１１日（火曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�　

〜　

月
の
催
し
と
教
室

１１

１２

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で　

〜　

月
に
開
催
す

１１

１２

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈１１～１２月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

１１月１５日２０円
（保険料）

Ａ１１月２２日午後３時～５時
Ｂ１２月２１日午前９時～１１時
※申込み時Ａ・Ｂ明記

トレーニング機器利用講習会～区民センター共通修了証発
行のため写真１枚持参（３�×２.５�）／小島敬子、山崎妙
子　　　　　　　　　　　　　　　　 （１６歳以上・各１２）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１１月１９日
１００円
（保険料
など）

１１月３０日　午前１０時～正午
トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行の
ため（３�×２.５�の写真１枚持参）／岩月華子

（１６歳以上・１０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　無料１２月６日　午後２時～
土ようえほんとおはなしの会～クリスマススペシャル／三
つのりんご、こうばこの会、ＯＲＣＡわーるど、ご本・お
話しだいすき会　　　　　　　　　　　　　　 (参加自由）

１１月２５日毎回３３０円
（参加費）

１２月６・１３・２０日
　午前８時３０分～１０時４５分

アクアエクササイズ～水と楽しみながら健康のお話も／イ
ンストラクター
会場＝トーアセントラルフィットネスクラブ　　　　（３５）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

１１月２０日
２００円
（保険料
含む）

１２月３日・１０日
　　　午前９時３０分～正午

ラージボール卓球を楽しもう～ラージボール卓球を楽しみ
ながら健康を増進しましょう／内田雅子ほか
　　　　　　　　　　　　　　　（４０歳以上の初心者・２０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

１１月２２日
２０００円
（材料費
ほか）

１２月８日　午前１０時～正午
"クリスマス１day Lesson"（ワンデイレッスン）テーマは
「ホワイトクリスマス」～聖夜を飾るロマンチックなリー
スをつくります／フラワーデザイナー渡辺美晴　　  （２０）

　　無料※
１２月１３日
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。原則と
して１人１点、先着順に受付けます／松尾達也ほか　　　

１１月２５日毎回２０円
（保険料）

１２月６・７日
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行の
ため（写真１枚３�×２.５�持参）／金森・大江

（１６歳以上で２日間とも出席できる方・１０）

　　
１００円

（トレーニン
グ室使用料）

１２月６日　午後２時～４時トレーニング相談～トレーナーの指導および相談に応じま
す／金森　　　　　　　　　　　　　（講習会修了者対象）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１１月２６日
１２０円

（保険料を
含む）

１２月１４日　
午前１０時～午後１時

１２月トレーニング機器講習会～トレーニング室を使用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／宮田秀幸

（１６歳以上・１０）

　　
１００円

（トレーニン
グ室使用料）

１２月１４日　午後２時～４時トレーニング相談日～トレーナーが駐在しトレーニングの
相談に応じます／宮田秀幸　　　　　（講習会修了者対象）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１１月２５日無料１２月８日・９日
　　　　　午前１０時～正午

「携帯電話」の使い方・マナー入門～携帯電話は今や２人
に１人は持っている時代になりました。基本操作を覚えて
みませんか？／小出 和宏　　　　　　　　　　　　   (２０）

※は、実費がかかる場合があります。

 

腰
・
ヒ
ザ
元
気
体
操

　

す
で
に
痛
い
方
は
進
行
し
な

い
よ
う
、
痛
く
な
い
方
は
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
、
健
康
維

持
や
体
力
作
り
に
家
で
で
き
る

体
操
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
�
、　

月
１
日

１１

２４

１２

�
・
８
日
�
の
午
後
２
時
〜
４

時 

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ　

Ａ
・
Ｄ
・
Ｌ

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
小

島
敬
子 

全
回
出
席
で
き
る
方

 

二
〇
名
（
抽
選
） 

六
〇
円

（
保
険
料
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時師

対

定

費

申

面
記
入
例
参
照
）で
、　

月　

日

１１

１６

（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

デ
ジ
カ
メ
写
真
を
パ
ソ

コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
で

楽
し
も
う

　

自
分
で
撮
っ
た
デ
シ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
と
プ

リ
ン
タ
を
使
っ
て
活
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
 

�　

月
１
日
�
午
後
１
時

１２

　

分
〜
３
時　

分
（
講
義
・
全

３０

３０

員
参
加
）
�　

月
２
日
�
Ａ
班

１２

＝
午
前　

時
〜
午
後
１
時
、
Ｂ

１０

班
＝
午
後
２
時
〜
５
時
、
３
日

�
Ｃ
班
＝
午
前　

時
〜
午
後
１

１０

時
、
Ｄ
班
＝
午
後
２
時
〜
５
時

 

�
＝
同
セ
ン
タ
ー
�
＝
エ
プ

ソ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

ス
ク
ー
ル
ル
ー
ム
（
西
新
宿
三

井
ビ
ル
二
一
階
） 

エ
プ
ソ
ン
・

デ
ジ
タ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー

ル
専
任
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

デ
ジ
カ
メ
に
興
味
あ
る
方
、
撮

影
し
た
写
真
を
印
刷
活
用
し
た

い
方
、
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド

の
操
作
の
で
き
る
方 

各
班
一

六
名
（
抽
選
） 

二
五
〇
〇
円

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
希
望
班
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１１

２４

セ
ン
タ
ー
へ

 
下
高
井
戸
区
民
集
会
所

ま
つ
り

　

文
化
の
秋
、
み
の
り
の
秋
、

ま
つ
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
買
い

物
袋
を
片
手
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２３

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

パ

ン
ト
マ
イ
ム
（
山
本
さ
く
ら
と

小
さ
な
仲
間
）、
高
井
戸 
囃
子 

ば
や
し

（
内
藤
松
幸
と
保
存
会
）、Ｐ
Ｔ

時
場

師

対

定

費

申下 
高 
井 
戸 
区
民
集
会
所

時

内

Ａ
コ
ー
ラ
ス
（
コ
ー
ル
向
陽
）、

地
場
野
菜
・
も
ち
・
弁
当
販
売

（
下
高
井
戸
連
合
町
会
）、
茶

席
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
模
擬
店
、
郵
便
局

コ
ー
ナ
ー
、ク
ッ
キ
ー
販
売（
共

同
作
業
所
ア
ゲ
イ
ン
）、集
会
所

に
登
録
し
て
い
る
団
体
の
作
品

展
示
・
演
技
発
表
ほ
か 

当
日
、

直
接
集
会
所
へ 

永
福
和
泉
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー　

ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
武
蔵
」

や
「
歴
史
紀
行
」
の
テ
ー
マ
音

楽
演
奏
で
好
評
を
博
し
た
ニ
ュ

ー
・
ウ
ェ
イ
ブ
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
小
杉
ま
り
さ
さ
ん
に
特
別

出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

２０

３０

分
〜
３
時　

分 

出
演
＝
小
杉

３０

ま
り
さ 

一
〇
〇
名
（
抽
選
）

 

三
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
永
福

和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
へ 

同
セ
ン
タ
ー

 
☆
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の 

ク
リ
ス
マ
ス
会
２
０
０
３

　

ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
６
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分 

中
学
生
以
下

３０

の
方 

二
五
名 

二
〇
〇
円

（
茶
菓
代
） 

・ 
　

月　

日
か

１１

１７ 申

問

時

内

定

費

申

問

和　

田　
区
民
集
会
所

時

対

定

費

申

問

ら
電
話
で
、
高
円
寺
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

１
４
へ
（
先
着
順
）

 
�
小
さ
な
音
楽
会 

ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト
・
落
語

を
一
人
で
演
じ
る
ラ
イ
ブ
！

　

生
の
音
楽
で
心
に
安
ら
ぎ

を
、
生
の
落
語
で
心
に
豊
か
な

笑
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１４

３
時　

分 

出
演
＝
立
川
志
隆

３０

 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ

 
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
ク
リ

ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

た
の
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１３

３
時 

出
演
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
「
こ
ん
ぺ
い
と
う
」 

幼
児
・

小
学
生 

八
〇
名 

無
料 
　
１１

月　

日
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
図
書

１１
室
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

 
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１２

１３

演 

演
奏
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ

さ
が
や
▽
指
揮
＝
西
内
荘
一
▽

曲
目
＝
バ
ッ
ハ
「
管
弦
楽
組
曲

第
三
番
」、
Ｔ
・
ミ
フ
ネ
「
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
」、グ
リ
ー
ク
ホ
ル
ベ

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

費

申

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
内

対

定

費

申

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時内

ル
グ
「
組
曲
」、
横
山
淳
「
編
曲

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
ほ
か

 

七
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

２５

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
係
へ

 
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

◇
「
パ
リ
の
美
術
館
・
ル
ー
ヴ

ル
と
オ
ル
セ
ー
」
講
演
会

　

フ
ラ
ン
ス
が
誇
る
二
大
美
術

館
の
比
較
、
設
立
の
経
緯
や
建

築
、
展
示
作
品
、
ま
た
内
部
の

組
織
や
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
紹
介
し
、更
に
美
術
と
は
、

文
化
行
政
と
は
何
か
ま
で
掘
り

下
げ
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２９

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

一

３０

橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究

科
助
教
授
・
喜
多
崎
親 

七
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

◇
年
忘
れ
社
交
ダ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
ー

　

今
年
一
年
の
舞
い
納
め
。
タ

ン
ゴ
、
ジ
ル
バ
、
ワ
ル
ツ
な
ど

を
踊
り
ま
す
。

　

お
ど
り
の
間
に
、
軽
食
（
三

〇
〇
円
）
や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

（
二
〇
〇
〜
三
五
〇
円
）
も
用

意
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１３

５
時 

男
女
各
五
〇
名
（
先
着

順
） 

五
〇
〇
円
（
保
険
料
込

み
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　

い
ず
れ
の
催
し
も
、
参
加
者

に
赤
ワ
イ
ン
六
名
（
パ
リ
の
美

術
館
）と
白
ワ
イ
ン
六
名（
ダ
ン

ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）、
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
各
一
〇
名
が
当
た
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

定

費

申

荻  
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師
定

費

申

時
定費申

▲小杉　まりさ

▲立川　志隆
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター �３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター �３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター �５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

 

杉
並
・
樹
木
あ
る
き

　

失
わ
れ
行
く
自
然
の
中
で
、

今
な
お
樹
齢
を
重
ね
る
木
々

を
、
樹
木
医
と
と
も
に
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

・ 

�　

月
５
日
�

１２

午
前　

時
〜
正
午
＝
本
天
沼
区

１０

民
集
会
所
（
講
義
）
�
８
日
�

午
前　

時
＝
同
集
会
所
玄
関
前

１０

（
集
合
・
樹
木
観
察
）
↓
妙
正

寺
↓
妙
正
寺
公
園
↓
観
泉
寺

（
正
午
ご
ろ
現
地
解
散
・
雨
天

の
場
合
は
、同
集
会
所
で
講
義
）

 

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

松
田
輝
雄 

三
〇
名
（
抽
選
）

 

一
〇
〇
円
（
資
料
代
な
ど
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

２４

ま
で
に
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
へ

 
オ
ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２２

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

第

３０

一
部
＝
日
本
フ
ィ
ル
木
管
五
重

奏
団
、遠
藤
剛
史（
フ
ル
ー
ト
）・

南
方
総
子
（
オ
ー
ボ
エ
）・
平
塚

美
保
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）・
鈴
木

一
志
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）・
野
見
山

和
子
（
ホ
ル
ン
）
▽
曲
目
＝
ノ

ヴ
ェ
レ
ッ
テ
（
プ
ー
ラ
ン
ク
）、

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
メ
ド
レ
ー
ほ
か
／
第
二
部

＝
独
唱
＝
須
永
尚
子
（
オ
ペ
ラ

歌
手
）・
相
庭
尚
子（
ピ
ア
ノ
）▽

曲
目
＝
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」

よ
り
ハ
バ
ネ
ラ
、
セ
ギ
デ
ィ
リ

ア
ほ
か 

三
六
六
名（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ

本  
天  
沼 
区
民
集
会
所

時

場

内

師

定

費申西  
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

定

費

申

�
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り 

展
示
作
品
・
出
演
者
募
集

　
 
　

年
３
月
６
日
�
・
７
日

１６

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時 

展

１０

示
作
品
（
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

工
芸
な
ど
）、
ホ
ー
ル
出
演
者

（
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
奏
な

ど
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

３０

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

施
設
運
営
協
議
会
地
域
交
流
部

へ
（
抽
選
） 

個
人
、
グ
ル
ー

プ
の
重
複
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

 

八
成
ま
つ
り

　

八
成
区
民
集
会
所
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
ゆ
く
秋
の
一
日
を
楽

し
み
ま
す
。
お
そ
ろ
い
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１６

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

集

会
所
利
用
者
団
体
な
ど
の
作
品

展
示
、
芸
能
発
表
、
工
作
教
室
、

社
交
ダ
ン
ス
、
模
擬
店
（
や
き

い
も
、
や
き
そ
ば
、
お
だ
ん
ご
、

赤
飯
、
わ
た
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
駄
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、

コ
ー
ヒ
ー
ほ
か
）、特
に
地
元
産

の
野
菜
と
鉢
花
は
大
好
評
で
す

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

井
草

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

申

他

八　

成　
区
民
集
会
所

時

内

申

問

�
実
践
に
学
ぶ
！
指
導
者
と
共

に
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来

像
を
考
え
よ
う

　

青
少
年
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
つ
い
て
、
青
少
年
と
の
関

わ
り
方
や
今
後
の
方
向
性
な
ど

を
学
び
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
未

来
像
を
考
え
る
講
座
で
す
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

（
一
回
だ
け
の
参
加
も
可
） 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

） 

４７

１７

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

各
回
六
〇
名
（
抽
選
） 

無

料�
ま
ち
じ
ゅ
う
※
※
（
こ
め
こ

め
）
マ
ッ
プ

　

ま
ち
の
過
去
・
現
在
・
未
来

を
連
携
さ
せ
た
杉
並
ア
イ
コ
ン

（
杉
並
を
特
徴
づ
け
る
も
の
）

づ
く
り
を
通
し
て
、
杉
並
再
発

見
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月
６
日
〜　

日
、　

年

１２

２０

１６

１
月　

日
〜
２
月　

日
／
時
間

１０

１４

は
い
ず
れ
も
、
土
曜
日
の
午
後

２
時
〜
４
時
（
１
月　

日
の
み

１０

午
後
１
時
〜
５
時
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

時

師

内

場対

定

費

時

場

ほ
か 

グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ
・
ジ

ャ
パ
ン
代
表
・
堀
内
正
弘
、
ラ

イ
フ
ス
ラ
イ
ス
研
究
所
主
任
研

究
員
・
川
井
拓
也
、
ま
ち
づ
く

り
市
民
活
動
を
支
援
す
る
学
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
場
助
っ
人
ほ
か
▽
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
日
本
青
年
奉

仕
協
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
田
中
恒

明
、
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
協
議
会
・
長

岡
素
彦
、
人
イ
エ
ま
ち
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
山
田
清 

杉
並
や
地

域
情
報
に
関
心
の
あ
る
方 

三

〇
名
程
度
（
抽
選
） 

二
〇
〇

〇
円
（
教
材
費
を
含
む
）

☆

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
�
は
応
募
動
機
・

参
加
希
望
日
も
書
い
て
、　

月
１１

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

２５育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

）
へ 

同

２２

３２

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１ 

�
は
１
歳
か
ら
の
託

児
、
要
約
筆
記
あ
り
。
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
に
そ
の
旨
（
託
児
は

子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
）

を
書
い
て
く
だ
さ
い

師

対

定

費

申

問

他

〈指導者と共に青少年スポーツの未来像を考えよう！〉
講 師 な ど内　　容日　時

ファシリテーター＝渋谷区
教育委員会社会教育主事　
　　　　　　　　  田中　豊
パネリスト＝阿佐ケ谷中学
校校長　　　 長谷川　貢一
学校教育コーディネーター

井村　浩明
ワセダクラブ    後藤　禎和

パネルディス
カッション
「地域が支え
る青少年スポ
ーツの現状と
未来像」

１２月６日
�午後６
時３０分～
８時３０分

日本スポーツ少年団常任理
事（弁護士）

菅原　哲朗
スポーツプログラマー

山木　健司

スポーツの安
全面について
（保証問題な
ど）、青少年ス
ポーツの原点
について

　１３日�
午後６時
３０分～
８時３０分

※１６年１月以降に実技講習「バスケットボール編」と「サ
ッカー編」も予定しています。内容が決まり次第、お知
らせします。

��
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

地
域
で
い
き
い
き
と
活
動
を

地
域
で
い
き
い
き
と
活
動
を

�

�

�

�
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区
内
で
発
生
し
た
刑
法
犯

罪
は
、
平
成　

年
の
六
八
八

１０

二
件
か
ら　

年
に
は
一
万
一

１４

一
一
五
件
と
約
一
・
六
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警

視
庁
が
発
表
し
た　

年
の
犯

１４

罪
発
生
状
況
で
は
、
空
き
巣

ね
ら
い
な
ど
侵
入
窃
盗
の
発

生
件
数
が　

区
で
第
二
位
と

２３

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

区
で
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

く
た
め
に
、　

年
３
月
に「
生

１５

活
安
全
及
び
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
（
安
全
美
化
条

例
）」
を
制
定
し
、　

月
１
日

１０

に
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
受
け
て
、
す

で
に
８
月
か
ら
「
杉
並
区
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」を
結
成
、

警
察
署
と
協
力
し
な
が
ら
区

内
を
巡
回
し
防
犯
意
識
の
向

上
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
犯
罪
を
抑
制
す
る
た
め

に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
心
構
え
や
日
常

の
備
え
で
す
。

　

そ
こ
で
区
で
は
、
広
く
区

民
の
皆
さ
ん
に
防
犯
に
関
す

る
知
識
と
、
個
人
で
取
り
組

め
る
防
犯
対
策
な
ど
に
関
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
防
犯

の
て
び
き
」
を
作
成
し
、　
１０

月
か
ら　

月
に
か
け
て
区
内

１１

の
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
て
び
き
は
、
区
内
の

警
察
署
お
よ
び
消
防
署
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
作
成
し
た

も
の
で
、
ひ
っ
た
く
り
や
空

き
巣
ね
ら
い
対
策
な
ど
、
主

に
個
人
で
で
き
る
防
犯
対
策

を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
て
び
き
を
活
用
し
、

防
犯
へ
の
備
え
を
強
め
る
と

と
も
に
、
近
隣
の
防
犯
に
つ

い
て
も
、
ご
近
所
同
士
で
お

互
い
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
今
月
中
に
お
手
元

に
「
防
犯
の
て
び
き
」
が
届

か
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の

区
民
事
務
所
・
分
室
ま
た
は

区
民
生
活
部
管
理
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
 

区
民
生
活
部
管
理
課

問

��
「
防
犯
の
て
び
き
」
を
配
布

「
防
犯
の
て
び
き
」
を
配
布

毎
日
の
生
活
の
中
に

毎
日
の
生
活
の
中
に

防
犯
意
識
を

防
犯
意
識
を

　 利用開始日＝１６年２月１日～２月２９日までの
使用分の抽選申込みが１２月１日から行えます 社
会教育センター�３３１７‐６６２１ １月までの申し込
みは従来どおり窓口での申し込みとなります

内

問

他

使 用 料 金
定員室　　名

夜間午後午前

２５００円３４００円１９００円８０人レクリエーショ
ンホール

１１００円１５００円９００円４０人第一集会所
８００円１０００円７００円２５人第二集会所
７００円９００円５００円２０人和　　　室

��������	��������	��������������

住基ネット住基ネット
非通知の申し出は１１月２８日までです非通知の申し出は１１月２８日までです
　今回の「本人確認情報非通知」の申し出は、当面住
基ネットに参加を希望しない方に申し出をしていただ
いています。申し出をされる方は申出書を提出してく
ださい。

�井草社会教育会館（今川４‐１２‐１０）

井草社会教育会館

 住基ネット専用電話�３３１８‐１６５１（１１月２８日�まで）
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
問
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年１１月１１日（火曜日）

　国民年金の業務は区役所の国民年金課と国

の機関である杉並社会保険事務所の２つに分か

れています。次のような内容のお問い合わせは杉並社

会保険事務所が扱っています。

◇国民年金保険料に関すること
　納付の確認、保険料納付書の請求、口座振替に関すること

◇年金を受け取っていた方が亡くなったとき（ただし障

害年金受給の方が亡くなった場合は区役所です）

◇厚生年金に加入したことがあるか、第３号被保険者だ

った期間のある方が年金の受給手続きを行うとき

◇必ず加入しなければならない方
★自営業者、学生などで日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未満

の方（第１号被保険者）………保険料は月額１万３３００円

★会社員、公務員などで原則６５歳未満の方（第２号被保険者）

………保険料は給料から天引きになっています。

★第２号被保険者に扶養されている配偶者で２０歳以上６０歳未満

の方（第３号被保険者）………保険料の個人負担はありません。

◇希望により加入できる方
★日本国籍を持ち外国に居住している２０歳以上６５歳未満の方

★日本に居住している６０歳以上６５歳未満の方

★６５歳以上７０歳未満で、老齢基礎年金などの受給権を有していな

い方（昭和３０年４月１日以前に生まれた人に限る）

２０歳になったら全員加入２０歳になったら全員加入
◇国の運営なので、将来も安心です。
　国民年金は長期的視点にたって国が責任をもって運営しているため、制度

がなくなったり、年金がもらえなくなることはありません。

◇国からの補助があります。
　皆さんが払った保険料以外に、国が年金額の３分の１を負担しています。

◇頼れる終身年金です。
　２０歳から６０歳までの４０年間のうち、保険料を納めた期間と免除を受けた期

間などの合計が２５年以上あれば年金を受け取ることができます。国民年金は

６５歳から始まり、一生涯受け取ることができるので老後の生活も安心です。

◇物価の変動に対応しています。
　経済社会がどのように変わっても、賃金や物価の変動に対応して従前と大

きく変わらない暮らしのできる年金額を保障してくれるのは国民年金だけで

す。貯蓄や私的年金にはそのような保障はありません。

◇税制上も有利です。
　納めた保険料は、確定申告の際、全額が社会保険料控除の対象

となります。

◇障害基礎年金
　加入中または２０歳前に初診日のある病気

やけがによって、重い障害を持つこととな

り、日常生活に支障のある方が、障害の程

度に応じて受けられます。

※保険料の納付要件などがあります。

◇遺族基礎年金
　加入者または老齢基礎年金の受給資格

を満たした方が亡くなったとき、扶養され

ていた子（１８歳未満または２０歳未満で障害基

礎年金の１級か２級程度に該当）のいる妻また

は子が受けられます。

※保険料の納付要件などがあります。

国民年金ならではの制度も
◇寡婦年金
　第１号被保険者の納付済期間等が２５年以

上ある夫（婚姻期間１０年以上）が年金を受け

ずに亡くなったときに、妻が受けられます。

◇死亡一時金
　第１号被保険者として保険料を３年以上

納めた方が、年金を受けずに亡くなったと

き、生計が同一だった遺族が受けられます。

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな確かな未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの未来のための
良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー良きパートナー

国民年金国民年金
国民年金は、老後の暮らしを支えるだ国民年金は、老後の暮らしを支えるだ
けでなく、障害を持ったときなどの万けでなく、障害を持ったときなどの万
一の保障も備えた、国民すべてが協力一の保障も備えた、国民すべてが協力
しあって支えあう制度です。公的年金しあって支えあう制度です。公的年金
としての利点と魅力について、皆さんとしての利点と魅力について、皆さん
にお知らせします。にお知らせします。

ここが
メリッ ト ！ 国民年金はお得です国民年金はお得です

こんな時はこんな時は杉並杉並
社会保険社会保険事務所へ事務所へ

問い合わせ問い合わせ

国民年金推進員（非常勤の国家公務員）が
制度のＰＲ、保険料納付などのため、区内
の国民年金加入者宅を訪問しています。
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◇国民年金課（区役所中棟２階）
詳しい内容については、区のホームペー

ジをご覧ください。

◇杉並社会保険事務所
〒１６６‐８５５０高円寺南２‐５４‐９

�３３１２‐１５１１

こんな時にも安心ですこんな時にも安心です

　所得が少ないなど経済的な理由で支払いが困難な方にたいして、申請して認められ

ると保険料が免除または猶予になる制度があります。お気軽にご相談ください。

◇申請免除
　全額免除と半額免除があり、全額だと納付した場合の３分の１、半額だと３分の２

として計算され、受給権を得るための資格期間に組み込まれます。（半額免除は半額

の保険料の納付が必要です）

※所得審査があります。所得基準については、国民年金課にお問い合わせください。

◇学生納付特例
　大学（院）、短大、高等専門学校、専修学校および各種学校などに在学する学生

（夜間可）で本人の前年所得が６８万以下の場合、申請して承認されると保険料の支払

いが猶予されます。

保
険
料
納
付
が

困
難
な
と
き


